
別
府
史
談
総
目
次

創
刊
号

　
創
刊
に
あ
た
っ
て

　
宇
佐
ハ
幡
と
別
府

　
別
府
の
行
政
事
情
（
明
治
初
期
）

　
　
「
諸
用
留
」
・
「
家
宝
珍
事
記
」
の
時
代

　
古
代
の
別
府
と
朱

　
ヒ
ゲ
コ
と
い
う
名
の
カ
ゴ

　
地
頭
竃
門
氏
に
つ
い
て

　
西
国
筋
郡
代
昇
格
（
文
書
解
読
）

　
展
墓
吉
弘
神
社
神
（
漢
詩
）

　
局
観
音
の
由
来
に
つ
い
て

　
一
通
の
手
紙
と
武
家
不
断
枕

第
二
号

　
鶴
見
由
布
を
め
ぐ
る
神
々

　
別
府
の
行
政
事
情
（
明
治
初
期
）

　
内
竃
の
古
墳
と
観
音
堂
（
手
島
家
墓
地
）

　
別
府
の
鏝
絵

　
鉄
瓶
石
騒
動
始
末

　
　
「
八
百
屋
お
七
」
盆
踊
り
口
説

　
ハ
幡
朝
見
神
社
の
神
楽
記
録
に
つ
い
て

　
久
留
島
藩
鶴
見
村
の
産
業

豊
田
文
一

中
野
　
幡
能

大
野
　
保
治

入
江
　
秀
利

佐
藤
　
　
暁

日
名
子
洋
一

土
屋
　
公
照

入
江
　
秀
利

竹
長
　
善
一

矢
田
　
　
保

安
部
　
和
也

富
来
大
野
相
良
藤
田
入
江
竹
長
小
玉
安
部

　
隆
保
治
範
子
洋
三
秀
利
賢
治
洋
美
作
男

別
府
大
庄
屋
初
代
堀
助
之
丞
に
つ
い
て

ふ
る
き
旅
館

安
浪
と
安
波

大
友
本
陣
の
歌

竃
門
荘
の
荘
域

鶴
見
嶽
行
常
寺
大
勝
院
の
こ
と

第
三
号

　
景
行
の
豊
後
進
攻
と
迷
津
媛
の
奉
迎

　
別
府
の
行
政
事
情
（
明
治
初
期
）

　
土
石
流
に
埋
も
れ
た
久
光
島

　
ポ
ス
ポ
ー
ル
（
え
せ
役
人
事
件
）

　
竃
門
又
太
郎
貞
継
道
善

　
火
男
日
売
神
社
の
事

　
豊
後
浄
瑠
璃
へ
の
挑
戦

　
虎
子
と
祖
母
ノ
ブ

　
鈴
木
主
水
白
糸
口
説

　
安
政
の
大
地
震
（
史
料
紹
介
）

　
明
治
初
年
の
農
民
蜂
起
（
文
書
解
読
）

第
四
号

　
人
（
ひ
と
）
と
言
葉
（
こ
と
ば
）

　
別
府
の
行
政
事
情
（
明
治
初
期
）

　
別
府
で
開
か
れ
た
「
九
州
小
安
居
」

　
名
勝
解
説
「
別
府
温
泉
地
獄
巡
り
」

安
部
漆
原
安
波
平土
屋
佐
藤

富
来
大
野
佐
藤
入
江
土
屋
佐
藤
河
野
安
波
安
波
安
部
入
江

佐大富
藤野来
星
野

和
也
辰
雄
利
一
次
郎
公
照
　
暁

　
隆
保
治
　
暁
秀
利
公
照
作
男
清
文
利
一
利
一
和
也
秀
利

純嘉保
郎一治隆
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新
開
ハ
御
免
蒙
候
（
文
書
解
読
）

別
府
を
西
南
戦
争
の
戦
火
よ
り
守
っ
た
五
人

我
が
家
の
宝
塔

そ
れ
ら
し
き
こ
と
　
夢
二
と
別
府

別
府
末
行
遺
蹟
の
銅
鐸
型
土
製
品

日
韓
交
流
今
昔

菊
舎
尼
と
別
府

別
府
の
伝
説
　
鎮
西
ハ
郎
為
朝
と
別
府

別
府
繁
昌
記
（
大
阪
毎
日
新
聞
）

第
五
号

　
明
治
維
新
と
大
分
県

　
言
葉
と
地
名
　
鶴
見
・
石
垣
原
を
め
ぐ
っ
て

　
別
府
の
行
政
事
情
（
明
治
前
期
）

　
日
露
戦
争
当
時
の
別
府
町
の
稲
作
指
導

　
地
獄
の
噴
気
を
利
用
し
た
食
物

　
豊
後
明
岩
考
　
明
岩
倉
所
設
立
ま
で

　
小
倉
藩
人
畜
改
帳
に
つ
い
て

　
別
府
の
市
街
地
に
お
け
る
杯
状
穴

　
石
垣
原
合
戦
の
史
蹟
に
つ
い
て

　
　
「
ふ
い
が
城
」
　
（
発
掘
記
録
よ
り
）

　
鉄
輪
方
面
修
学
旅
行
の
記
（
明
治
杵
築
中
学
）

　
照
湯
に
関
す
る
史
料

　
別
府
の
伝
説
　
悲
し
い
女
の
性

　
別
府
温
泉
繁
昌
記

入
江
安
部
安
部
大
塚
佐
藤
相
良
佐
藤
堀
藤
菊
池

佐
藤
富
来
大
野
小
玉
藤
内
入
江
安
部
佐
藤
矢
嶋
土
屋
河
野
佐
藤
堀
藤
菊
池

秀
利
和
也
定
雄
俊
英
　
暁
範
子
　
勉
吉
郎
幽
芳

　
節
　
隆
保
治
洋
美
喜
六
秀
利
和
也
　
勉
嗣
久
公
照
照
之
　
暁
吉
郎
幽
芳

第
六
号

　
別
府
の
タ
タ
ラ
文
化

　
別
府
の
行
政
事
情

　
大
友
氏
時
に
つ
い
て

　
元
禄
簑
器
と
古
語
へ
の
夢

　
別
府
の
歌
物
語
り

　
　
「
石
塩
原
合
戦
日
記
」
　
（
古
屋
文
書
）

　
豊
後
明
岩
考
　
天
保
の
改
革
と
明
岩
倉
所

　
梨
子
地
桐
鳳
凰
中
高
蒔
絵
弓
を
得
て

　
住
吉
様
の
お
祭
り
（
祭
研
究
同
人
）

　
別
府
の
伝
説
　
聖
の
念
力

　
別
府
温
泉
繁
昌
記

　
豊
後
国
速
見
郡
村
誌
（
抄
）

第
七
号

　
ト
ビ
と
太
陽
と
エ
ビ
ス
様

　
寛
永
キ
リ
シ
タ
ン
塔

　
別
府
の
行
政
事
情
（
明
治
後
期
一
）

　
大
谷
光
瑞
鏡
如
上
人
に
つ
い
て

　
横
灘
文
人
庄
星
列
傅
（
幕
末
の
庄
星
た
ち
）

　
別
府
市
美
術
館
と
名
作
の
周
辺

　
別
府
に
お
け
る
石
器
人

　
松
井
文
書
「
立
石
一
件
」
に
つ
い
て

　
天
明
大
飢
饉
の
口
傅
に
つ
い
て

　
井
上
馨
侯
別
府
潜
伏
と
そ
の
前
後

後
藤
安
部
入
江
相
良
入
江
堀
藤

秀
利
範
子
秀
利
古
郎

富
来
　
　
隆

藤
内
　
喜
六

大
野
　
保
治

矢
崎
　
嗣
久

入
江
　
秀
利

江
藤
　
　
明

安
部
　
和
也

佐
藤
　
　
暁

相
良
　
範
子

長
谷
部
吉
貞
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多
賀
神
社
の
こ
と

朝
見
ハ
幡
様
の
お
祭
り
（
祭
研
究
同
人
）

　
「
与
十
秀
浦
心
中
」
盆
踊
口
説

別
府
の
伝
説
　
霊
泉
・
霊
湯

別
府
温
泉
繁
昌
記

第
八
号

　
別
府
の
米
騒
動

　
中
浜
地
蔵
尊
の
建
立

　
鍛
冶
文
化
の
変
容

　
別
府
の
行
政
事
情
（
明
治
後
期
二
）

　
キ
リ
シ
タ
ン
塔

　
高
岸
源
太
郎
と
料
亭
「
な
る
み
」
に
つ
い
て

　
鶴
見
村
大
庄
屋
直
江
氏
に
つ
い
て

　
エ
ン
ヤ
ン
ド
ッ
セ
ー
の
掛
け
声
が
消
え
た

　
ハ
幡
竜
門
神
社
の
お
祭
り

　
豊
後
明
男
開
発
の
史
料

　
　
「
別
府
が
、
好
き
に
」
　
（
市
内
歴
史
探
訪
記
）

　
別
府
温
泉
繁
昌
記

　
別
府
の
伝
説
　
怪
力
・
鬼

　
史
料
　
菌
海
漁
談

　
蝶
斎
起
友
著
　
「
温
泉
め
ぐ
り
」

上
屋
入
江
佐
藤
堀
藤
菊
池

公
照
秀
利
　
勉
吉
郎
幽
芳

三
重
野
勝
人

安
部
　
和
也

富
来
　
　
隆

大
野
　
保
治

藤
内
　
喜
六

矢
島
　
嗣
久

後
藤
　
武
夫

入
江
　
秀
利

土
屋
　
公
照

佐
藤
　
　
暁

国
広
　
清
光

菊
池
　
幽
芳

堀
　
藤
吉
郎

脇
　
　
蘭
室

佐
藤
　
　
勉

第
九
号

　
佐
藤
慶
太
郎
と
別
府

　
よ
み
が
え
れ
公
会
堂

鼠
の
石
窟
と
土
蜘
蛛

別
府
の
行
政
事
情
　
別
府
・
浜
脇
町
の
合
併

間
宮
英
宗
の
来
別
に
関
し
て

第
一
回
国
勢
調
査
と
別
府

大
友
持
直
に
つ
い
て

赤
米
と
薩
摩
芋

別
府
の
秋
葉
神
社
考

立
石
天
満
宮
の
「
す
ぼ
ふ
り
」

別
府
歴
史
散
歩
　
北
石
垣
の
西
域
コ
ー
ス

別
府
の
伝
説
　
動
物
ア
ラ
カ
ル
ト

別
府
温
泉
繁
昌
記

江
藤
星
野
大
塚
富
来
大
野
佐
藤
小
玉
矢
島

　
明
純
郎
俊
英
　
隆
保
治
嘉
一
洋
美
嗣
久

入
江
　
秀
利

安
部
　
和
也

伊
東
　
英
俊

日
名
子
洋
一

堀
　
藤
吉
郎

菊
池
　
幽
芳

　
史
料
　
石
塩
原
の
戦
闘
（
一
）

第
十
号

　
ウ
イ
ル
ス
で
追
う
民
族
移
動

　
盆
の
庭
入
り
と
バ
ン
バ
踊
り

　
　
「
鬼
の
岩
窟
」
と
、
鉄
と
、
聖
地

　
別
府
の
行
政
事
情
（
行
政
年
表
）

　
ロ
ー
マ
法
王
様
訪
問
記

　
斎
藤
茂
吉
、
中
村
憲
吉
の
来
別

　
別
府
を
訪
れ
た
文
化
人
た
ち

在
郷
軍
入
会
大
分
支
部

大
友
松
岡
富
来
大
野
相
良
佐
藤
大
塚

信
也
　
実
　
隆
保
治
範
子
嘉
一
俊
英
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-

別
府
と
毛
利
空
桑

吉
弘
嘉
兵
衛
統
幸
に
つ
い
て

荒
屋
も
の
が
た
り

別
府
歴
史
散
歩
　
伝
説
と
棚
田
の
里
・
内
成

石
垣
原
の
戦
闘
（
二
）

安
部
矢
島
入
江

和
也
嗣
久
秀
利

在
郷
軍
入
会
大
分
支
部

第
十
一
号

　
時
宗
寺
院
松
寿
庵
に
つ
い
て

　
別
府
太
郎
・
次
郎
お
よ
び
鷹
の
「
塚
」

　
別
府
市
立
図
書
館
所
蔵
・
和
本
整
理
の
記

　
赤
野
城
と
雄
城
氏

　
御
許
山
に
錦
旗
が
立
っ
た

　
亀
川
の
信
仰
に
つ
い
て

　
由
布
岳
・
鶴
見
岳
　
　
別
府
の
伝
説

　
忘
れ
ら
れ
た
遺
蹟
の
発
掘
（
一
）

　
別
府
の
歴
史
散
歩

　
　
　
石
垣
原
古
戦
場
を
た
ず
ね
て

　
　
　
石
垣
原
合
戦
の
背
景
と
原
因

　
豊
後
国
志
　
附
図
（
速
見
郡
）

　
史
料
　
鶴
見
照
湯
山
瑠
璃
光
堂
温
泉
略
縁
起

小
泊
　
立
矢

富
来
　
　
隆

佐
藤
　
克
二

安
部
　
和
也

入
江
　
秀
利

相
良
喜
久
子

堀
　
藤
吉
郎

探
　
訪
　
部

矢
島
　
嗣
久

　
な
お
、
創
刊
号
を
除
く
各
号
は
在
庫
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
務

局
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
い
づ
れ
も
一
冊
・
送
料
と
も
九
百
円

で
す
（
会
員
価
格
）
。

　
別
府
史
読
会
に
入
会
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
い
つ
で
も
入
会
が

で
き
ま
す
。
知
人
や
ご
近
所
の
方
に
入
会
を
お
す
す
め
く
だ
さ
い
。

年
会
費
は
、
二
、
五
〇
〇
円
で
す
。

　
お
申
し
込
み
は
、

　
　
事
務
局
　
別
府
市
緑
丘
町
四
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
江
　
秀
利
（
電
話
陽
二
・
〇
〇
二
九
）

　
会
員
の
「
別
府
史
談
」
へ
の
ご
投
稿
は
、
ご
自
分
の
論
考
を
活

字
に
し
、
発
表
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
別
府
市
の
歴
史
や
民
俗
に
関
す
る
も
の
で

　
　
　
研
究
論
文
・
随
筆
・
随
想
・
史
料
の
紹
介

　
　
　
郷
土
の
民
間
伝
承
・
伝
説
・
昔
話
・
里
う
た
　
　
’

　
　
　
郷
土
の
民
間
信
仰
・
神
社
寺
院
の
縁
起

　
　
な
ど
、
会
員
の
皆
様
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
編
集
後
記

○
賀
川
光
夫
別
府
大
学
名
誉
教
授
と
先
哲
資
料
館
の
三
重
野
誠
先

　
生
の
講
演
要
旨
の
執
筆
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
加
え
て
、
地
域

　
お
こ
し
に
貢
献
す
る
と
思
わ
れ
る
、
大
平
安
行
氏
や
高
橋
憲
二

　
氏
の
地
域
に
密
着
し
た
報
告
も
い
た
だ
き
、
十
二
号
は
こ
れ
ま

　
で
に
最
多
の
頁
数
に
な
る
と
と
も
に
質
の
高
い
も
の
に
な
っ
た
。

○
ご
近
所
に
あ
る
遺
物
で
「
忘
れ
ら
れ
た
遺
跡
遺
物
の
発
掘
」
に

　
掲
載
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で

　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
調
査
を
し
て
紙
面
で
発
表
い
た
し
ま
す
。
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